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最後の卒業生が巣立ち
　閉校を迎えた本浦小学校で、最後の卒業式が行われ、７人が
巣立ちのときを迎え、卒業証書を手に学びやをあとにしました。

（関連記事＝Ｐ 23）



島に彩り添える花街道
　

長
島
に
春
を
告
げ
る
第
５
回
夢
追

い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
が
、
３
月
28
日

開
幕
し
ま
し
た
。

　

合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
で

あ
る
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
５
月
６
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
や

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
、
ぐ
る
っ
と
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
会
場
に
お
よ
そ

１
１
０
種
50
万
本
の
花
々
が
訪
れ
た

来
場
者
ら
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
開
幕
日
。
午
前

９
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
飯
田
満
穗
実
行
委
員
長

が
「
期
間
中
の
40
日
間
で
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
か
た
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
長
島
の
春
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
。
町
民
一
丸
と
な
っ
て
、
お
も

て
な
し
の
心
で
迎
え
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
川
添
健
町
長
は
「
平
成

27
年
度
の
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
。
長
島

の
総
合
力
を
発
揮
し
、
町
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
、
同
フ
ェ
ス

タ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
は
な
ち
ゃ
ん
も

飯
田
実
行
委
員
長
ら
と
参
加
し
、
華

や
か
に
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
午
前
10
時
か
ら
と
午
後
２
時
か

ら
の
２
回
、子
ど
も
ら
に
人
気
の「
薩

摩
剣
士
隼
人
と
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ぐ
り
ぶ
ー
、
さ
く
ら

に
よ
る
コ
ラ
ボ
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
人
気
の
シ
ョ
ー
に
た
く
さ

ん
の
親
子
連
れ
が
会
場
を
訪
れ
、
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

夢追い長島花フェスタ開幕

会場内や沿道の石積み花壇に咲いた花々
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↑テープにはさみを入れる、はなちゃんら関係者 ↑ちびっこたちに人気のキャラクターショー

↓
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
ふ
れ
あ
い
商
店

　

翌
29
日
に
は
、
川
床
ふ
れ
あ
い
の

郷
「
花
カ
フ
ェ
長
島
」
の
オ
ー
プ
ン

２
周
年
を
記
念
し
た
花
カ
フ
ェ
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
。
町
の
特
産
物
や
花

の
苗
を
販
売
し
た
ほ
か
、
牧
公
民
館

の
「
ふ
れ
あ
い
商
店
」
が
開
店
し
、

地
元
で
獲
れ
た
海
の
幸
、
山
の
幸
が

販
売
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
あ
か
ね
太
鼓
に
よ
る

演
奏
が
行
わ
れ
、
来
場
者
ら
は
曲
に

合
せ
て
手
拍
子
を
鳴
ら
し
、
楽
し
み

ま
し
た
。

花
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
２
周
年
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今年度も多彩なイベント目白押し !!
合併 10 周年記念事業も開催

　

平
成
18
年
３
月
20
日
、
旧
長
島
町

と
旧
東
町
が
合
併
し
、『
長
島
町
』

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
合
併
か
ら
10
年
と
い

う
節
目
の
年
。
こ
れ
ま
で
、
ぐ
る
っ

と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
に
よ

る
景
観
づ
く
り
や
、
九
州
町
村
で
は

初
と
な
る
福
祉
事
務
所
の
開
設
、
町

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
、
施
策
な
ど
で
、

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
造
形
美
術
展
や
焼
酎
祭
り
と

い
っ
た
年
間
を
通
じ
て
多
彩
な
催
し

や
行
事
で
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
毎
回
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
か
た
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
合
併
10
周
年
に

加
え
て
、
全
国
都
道
府
県
を
持
ち
回

り
で
開
催
さ
れ
る
「
第
30
回
国
民
文

化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」（
次
ペ
ー

ジ
を
参
照
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
し
い
年
度
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
今
月
号
で
は
、
開
催
中

の
花
フ
ェ
ス
タ
の
ほ
か
、
今
年
度
開

催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
一
丸
と
な
っ
て

長
島
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

※合併 10 周年記念大会　
  ４月

開催中 第５回夢追い長島花フェスタ（５月６日まで）
  ５月

2 日 第４回じゃがいもまつり
  ６月

1 日～ 5 日 自治公民館対抗ゲートボール大会（※）
  ７月

6 日～ 10 日 自治公民館対抗バレーボール大会（※）
25 日 夏祭り納涼大会
26 日 ブリのつかみどり大会

  ８月
２日 あづま CUP2015 ビーチバレー大会
８日 御八日踊り

19 日～ 28 日 自治公民館対抗ソフトボール大会（※）
23 日 三県架橋促進カヌー長島海峡横断大会

  10 月
11 日 自治公民館対抗グラウンド・ゴルフ大会（※）
17 日 第 16 回ながしま造形美術展（11 月 15 日まで）
25 日 第 10 回長島トライジョギング大会
下旬 長島焼酎祭り「よいまい」

31 日 第 30 回かごしま国民文化祭 2015 かごしま
（11 月 15 日まで、県内全市町村）

31 日 長島古墳まつり
31 日 秋の花フェスタ in 長島（11 月 15 日まで）

  11 月
７～８日 長島町総合文化祭（前夜祭含む）

上旬～中旬 第２回長島つわぶきウォーキング
14 日 第 60 回長島一周駅伝競走大会
22 日 長島おさかな祭り

  12 月
上旬 長島フェスタ

  １月
16 日 第 14 回すいせんウォーク

  ２月
上旬 獅子島ウォーク 2016

  ３月
20 日 長島町合併 10 周年記念式典

今年度開催予定の主な
イベント、行事スケジュール

多
様
な
長
島
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

ながしま造形美術展

御八日踊り

ブリのつかみどり

古墳まつり

す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

交
流
人
口
の
増
加
で
活
性
化
図
る
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国
民
文
化
祭
で

　

長
島
を
全
国
に
紹
介
し
よ
う

「
国
民
文
化
祭
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

国
民
文
化
祭
と
は
、
全
国
各
地
か

ら
ア
マ
チ
ュ
ア
を
中
心
と
し
た
文
化

団
体
や
愛
好
者
ら
が
集
ま
り
、
各
種

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
、
競
演
、

交
流
す
る
国
内
最
大
の
文
化
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

毎
年
、
全
国
都
道
府
県
を
持
ち
回

り
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
は
秋
田
県

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
本

県
で
10
月
31
日
（
土
）
か
ら
11
月
15

日
（
日
）
ま
で
の
16
日
間
、
県
内
の

43
全
て
の
市
町
村
で
、
７
つ
の
テ
ー

マ
を
柱
に
「
本
物
。
鹿
児
島
県
」
ら

し
さ
あ
ふ
れ
る
事
業
を
展
開
し
ま

す
。

　

本
町
で
は
、
２
年
に
１
度
開
催
の

「
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」（
10
月
17

日
開
幕
）
を
主
軸
に
、
古
代
の
生
活

を
学
ぶ
「
長
島
古
墳
ま
つ
り
」、
初

開
催
と
な
る
「
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
in

長
島
」
で
、
同
文
化
祭
に
彩
り
を
添

え
ま
す
。

　

個
性
あ
ふ
れ
る
本
町
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
や
、
長
島
の
文
化
維
新
を
黒
潮

に
乗
せ
て
全
国
に
発
信
し
ま
し
ょ

う
。

第
16
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展

○
期
間

　

10
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

～
11
月
15
日
（
日
）

○
会
場

　

太
陽
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

長
島
古
墳
ま
つ
り

○
日
時

　

10
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

○
会
場

　

小
浜
崎
古
墳
公
園

秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
in
長
島

○
期
間

　

10
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

～
11
月
15
日
（
日
）

○
会
場

　

太
陽
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
周
辺

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
４
７
［
直
通
］

　

第
30
回
国
民
文
化
祭
長
島
町
実
行
委
員
会

　
（
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
（
88
）
５
０
３
８
［
直
通
］

国
民
文
化
祭
７
つ
の
柱
（
テ
ー
マ
）

１
、
伝
統
文
化
の
奥
深
さ
に
ひ
た
る
事
業

２
、
黒
潮
が
生
ん
だ
生
活
文
化
の

　
　

豊
か
さ
に
包
ま
れ
る
事
業

３
、「
こ
こ
ろ
」
を
彩
る
事
業

　
　

～
音
に
戯
れ
る
～

４
、「
こ
こ
ろ
」
を
彩
る
事
業

　
　

～
も
の
で
表
現
す
る

５
、「
こ
こ
ろ
」
を
彩
る
事
業

　
　

～
こ
こ
ろ
に
潤
い
を
与
え
る
～

６
、「
こ
こ
ろ
」
を
彩
る
事
業

　
　

～
か
ら
だ
で
表
現
す
る
～

７
、「
こ
こ
ろ
」
を
彩
る
事
業

　
　

～
歴
史
を
見
つ
め
る
～

本
町
で
開
催
さ
れ
る

　

国
民
文
化
祭
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
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平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

知
っ
て
お
こ
う
。
税
金
の
使
い
み
ち

長島町
議会

定例会

　

平
成
27
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が
３
月
６
日
開
か
れ
、
54
議
案
と
請

願
１
件
、
陳
情
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
の
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
５
９
９
５
万
４

千
円
減
額
、
総
額
１
１
１
億
７
５
５
万
６
千
円
）
な
ど
12
議
案
が
可
決
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
（
１
０
６
億
７
５
５
万
６
千
円
）
や
、
長
島
町

特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
な
ど
42
議
案
が
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
23
日
の
最
終
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
監
査
委
員
に
浦
底
信
市
氏
、
教
育
委
員
に
兒
島
宏
充
氏
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
に
森
枝
速
人
氏
、
福
永
優
氏
、
田
中
德
光
氏
を
再
任
す
こ

と
に
同
意
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
海
江
田
美
治
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

を
答
申
。
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
が
採
択
さ
れ
、
陳
情
１
件
が
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

グラフ１

歳入合計
10,607,556 千円

町税 7.4％
778,677 千円

分担金及び負担金 1.5％
162,387 千円
使用料及び手数料 0.5％

48,275 千円
財産収入 0.4％

37,650 千円

その他 12.0％
1,271,495 千円

地方交付税 41.6％
4,411,210 千円

町債 16.2％
1,721,900 千円

国庫支出金 12.3％
1,306,015 千円

県支出金 6.5％
694,161 千円

地方譲与税 0.6％
63,067 千円

地方消費税交付金 0.9％
97,969 千円

その他 0.2％
14,750 千円

自主財源 21.7％
2,298,484 千円

依存財源 78.3％
8,309,072 千円

■
歳
入
（
グ
ラ
フ
１
）

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

　

体
な
ど
の
収
入

■
地
方
交
付
税

　

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

　

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら

　

交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町

　

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越

　

し
た
お
金

■
繰
入
金

　

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ

　

た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か

　

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

■
町
債

　

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
歳
出
（
グ
ラ
フ
２
・
３
）

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

　

体
な
ど
の
支
出

　

目
的
別
（
グ
ラ
フ
２
）

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調

　

整
事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事

　

務
な
ど
の
経
費

一
般
会
計
予
算

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
１
０
６
億
７
５
５
万
６
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
当
初
予
算
は
骨
格
予
算

で
あ
っ
た
た
め
、
6
月
の
補
正
予
算

と
比
較
す
る
と
約
４
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
長
島
夢
追
い
元
気

発
電
所
建
設
工
事
費
や
、
合
併
10
周

年
に
伴
う
各
種
記
念
事
業
の
ほ
か
、

国
民
文
化
祭
（
な
が
し
ま
造
形
美
術

展
、
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
、
古
墳
ま
つ

り
）
に
係
る
実
行
委
員
会
委
託
料
な

ど
で
す
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
が
可
決

行
政
用
語
の
解
説

歳　

入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り

で
す
。
構
成
比
は
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
が
21
・
７
％
、
地
方
交
付
税
や
町
債

な
ど
の
依
存
財
源
が
78
・
３
％
と
な
り
、

自
主
財
源
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

町
議
会
が
否
決

課
題
残
る
中
学
校
統
合

　

２
月
23
日
か
ら
３
月
４
日
、
平
成

27
年
第
２
回
長
島
町
議
会
臨
時
会
が

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
長
島
本
島
地
区
の
４

中
学
校
（
鷹
巣
、川
床
、平
尾
、長
島
）

を
１
校
に
統
合
し
、
旧
長
島
高
校
跡

地
に
平
成
29
年
４
月
、
長
島
町
立
長

島
中
央
中
学
校
（
仮
称
）
を
開
設
す

る
「
長
島
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
審

議
さ
れ
、投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
３
、
反
対
９
の
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

民生費 24.7％
2,621,129 千円

土木費 14.2％
1,511,241 千円

公債費 14.3％
1,515,476 千円

総務費 18.7％
1,979,686 千円

農林水産業費 8.0％
844,084 千円

教育費 8.9％
939,989 千円

衛生費 5.7％
607,247 千円

消防費 2.9％
308,381 千円

商工費 1.3％
139,925 千円

議会費 1.0％
110,398 千円 予備費 0.3％

30,000 千円

グラフ２

歳出合計（目的別）
10,607,556 千円

■
民
生
費

　

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人

　

福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃

　

棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港

　

湾
、
公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被

　

害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、

　

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

　

た
お
金
の
償
還
金

　

性
質
別
（
グ
ラ
フ
３
）

■
人
件
費

　

町
職
員
の
給
与
や
退
職
金
、
議

　

員
や
委
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費

■
扶
助
費

　

児
童
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者

　

な
ど
を
援
助
す
る
た
め
の
経
費

■
補
助
費
等

　

各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や

　

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な

　

ど
の
経
費

■
繰
出
金

　

他
会
計
に
支
出
す
る
経
費

■
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
港
湾
、
公

　

営
住
宅
等
の
建
設
事
業
に
要
す

　

る
経
費

人件費 13.0％
1,381,483 千円

歳出合計（性質別）
10,607,556 千円

物件費 10.9％
1,153,679 千円

維持補修費 0.8％
83,711 千円

扶助費 14.3％
1,514,708 千円

補助費等 9.8％
1,038,523 千円

普通建設事業 21.9％
2,320,376 千円

公債費 14.3％
1,515,476 千円

積立金 7.3％
775,184 千円

投資及び出資金 0.0％
3,950 千円

繰出金 7.5％
790,466 千円

予備費 0.3％
30,000 千円

歳　

出
（
目
的
別
）

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構
成

比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、
民
生

費
24
・
７
％
、
総
務
費
18
・
７
％
、

公
債
費
14
・
３
％
、
土
木
費
14
・
２
％

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

グラフ３

歳　

出
（
性
質
別
）

　

歳
出
（
性
質
別
）
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構

成
比
は
グ
ラ
フ
３
の
と
お
り
で
、
普
通
建
設
事

業
費
21
・
9
％
、
公
債
費
14
・
３
％
、
扶
助
費

14
・
3
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成 26 年度補正予算の主な事業 単位：千円

企画財政課
夢追い獅子島架橋基金の積立金 38,950
造形美術展バス運行委託（地方創生先行型交付金事業） 2,000
空き家改修補助（地方創生先行型交付金事業） 7,500
地方版総合戦略策定に係る経費（地方創生先行型交付金事業） 5,586
獅子島観光案内所運営に係る経費（地方創生先行型交付金事業） 2,474
町民福祉課
介護人材確保支援事業（地方創生先行型交付金事業） 2,110
子育て世帯商品券購入助成事業（地方創生地域消費喚起・生活支援型交付金事業） 3,110
低所得者支援商品券購入助成事業（地方創生地域消費喚起・生活支援型交付金事業） 4,000
子宝お祝い金支給事業（地方創生先行型交付金事業） 20,000
保育所運営費 15,000
保育士等処遇改善費 8,870
水産商工課
抽選券付きプレミアム商品券発行助成事業（地方創生地域消費喚起・生活支援型） 30,000
温泉センター維持管理費 8,133
農林課
青年就農給付金 18,000
特産品・観光プロモーション事業（地方創生先行型交付金事業） 6,000
耕地課
浜漉地区等の農道整備に係る測量設計委託料 6,000

レジャーランド太陽の里運営に係る経費 117,390
景観推進課
花カフェ長島管理及び花の育苗等に係る経費 6,607
蔵之元丘展望所（仮称）整備工事 2,000
長島八景表示板設置工事 3,200
ぐるっとフラワーロード事業 32,396
ツワブキ植栽・管理委託 30,434
総合管理課
未登記対策 4,711
水道課
合併浄化槽設置者に対する補助 104,183
簡易水道施設の管理費 165,090
鷹浦・西部・北部・川床地区簡易水道再編事業 359,522
鷹巣農業集落排水施設の管理費 23,246
汐見漁業集落排水施設の管理費 3,834
幣串漁業集落排水施設の管理費 7,990
三船漁業集落排水施設の管理費 4,505
町設置浄化槽の管理費 30,562
農業委員会
農業委員会運営費 13,467
農地の有効利用を図るための支援業務 4,482
農林課
バレイショ祭りの開催 1,200
長島フェスタの開催 3,500
農業振興地域整備計画書策定業務委託 2,533
マンダリンセンター等施設指定管理の委託 8,548
認定農業者の経営規模拡大補助 1,680
バレイショ栽培技術確立試験委託 1,200
農業用廃プラスチック処理補助 2,000
１アールハウス設置支援補助 1,500
農業制度資金の利子補給 2,042
農林水産物処理加工施設の管理経費 22,332
耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保するための交付金 55,256
認定農業者等担い手育成対策 401
優良繁殖雌牛導入事業及び保留事業 1,200
長島牛銘柄確立対策事業 2,500
有害鳥獣捕獲事業 16,187
間伐促進緊急対策事業費 2,754
森林整備地域活動支援推進費 1,080
町有林の整備費 4,482
林道の維持管理経費 3,895
耕地課
農道の維持管理経費 34,649
農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための補助 25,507
浜漉・犬鹿倉・大坪・母良木・唐隈・浦底原地区の農道整備 54,002
建設課
町道及び国道 389 号・県道３路線の維持管理経費 61,204
長島 ･ ぐるっと一周景観整備事業 50,000
町道の整備 285,000
鷹巣杉ノ段線の整備 60,000
行人岳線の整備 105,000
瀬戸小島線の整備 70,000
藤之元口之福浦線の整備 67,000
指江川内線の整備 105,000
薄井港線の整備 37,000
浦汐屋茅屋線の整備 15,000
浦底杉ノ段線の整備 20,000
橋りょう維持補修 60,000
河川の維持管理経費 5,082

平成 27 年度当初予算の主な事業１年間、こんなことにお金を使います
港湾の維持管理経費 10,835
唐隈地区の野積場舗装工事 5,000
脇崎地区の浚渫工事 3,000
白瀬・諸浦地区の野積み場舗装・防波堤補修工事 25,000
長島港（口之福浦地区）の浮桟橋・臨港道路等改良 159,000
長島港（浦底地区）の浮桟橋改良等 101,000
公営住宅・町営住宅の維持管理経費 10,321
教育総務課
離島高校生修学補助 3,120
教職員住宅の環境整備 3,020
小学校施設修繕 4,062
中学校施設修繕 2,285
遠距離通学生徒への補助 1,356
要保護児童・準要保護児童・生徒への援助 10,891
スクールバスの管理経費 18,745
学校給食センターの運営経費 59,099
学校教育課
英語指導助手の配置 10,000
学校図書指導員の配置 5,583
特別支援教育支援員の配置 7,931
スクールガードリーダーの配置 560
合併 10 周年記念事業（記念講演、キッズフェスティバル） 2,362
社会教育課
英会話教室の実施 2,899
生涯学習学級・家庭教育学級・高齢者学級委託 2,270
放課後児童健全育成事業 3,112
劇団四季公演，子ども芸術劇場等 3,906
合併 10 周年記念講演事業（コンサート等） 10,000
国民文化祭長島町実行委員会委託料（造形美術展、花フェスタ、古墳まつり） 31,015
合併 10 周年記念事業各種大会 6,855
合併 10 周年記念事業スポーツ教室（バレーボール、ソフトボール） 1,000
城川内運動場進入道路及び駐車場改良工事 35,000
総合運動公園整備事業 300,000
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保育所等の施設整備 146,013
子育て世帯臨時特例給付金の給付事業 7,953
保育所の運営補助 480,000
延長保育，児童相談等の費用 25,785
放課後学童保育の運営補助 10,030
母子家庭への児童扶養手当給付 52,074
母子家庭への高等技能訓練の促進 1,262
母子家庭等の生活支援施設入所支援 1,953
児童手当の支給 194,200
へき地保育所の運営費 8,659
生活保護の支給 110,482
長生園の管理費 69,055
保健衛生課
病院群輪番制の運営補助 3,314
乳児・妊婦検診委託料 11,201
エンゼル支援事業補助 1,500
健康増進計画策定事業 1,397
乳幼児から老人までの予防接種 31,747
結核予防のためのレントゲン検診 1,830
がん検診等の委託 24,220
生ごみ処理機キエーロ作成委託 1,866
ダンボールコンポストの材料費 800
生ごみ処理機補助 188
各集落のごみステーション設置に伴う補助金 1,620
水俣病相談窓口の設置 2,336
メチル水銀による被害者等のリハビリ、デイサービス事業 27,965
海岸漂着物の回収・処理等 32,390
火葬場施設の管理経費 7,989
家庭ごみ収集運搬経費等 39,312
新焼却施設負担金、新焼却施設取付道路整備事業負担金 39,216
し尿処理経費 25,609
出産育児一時金の支給 14,280
葬祭費の支給 960
居宅介護住宅改修費（要介護１以上） 6,000
介護予防住宅改修費（要支援１及び２） 2,400
高齢者紙おむつ支給（要介護４以上） 1,685
水産商工課
マダイ・ヒラメ等の放流 6,656
水産物の広報、宣伝による販売促進補助 1,000
恵比寿市の開催 1,000
おさかな祭りの開催 5,000
赤潮被害利子補給 11,456
水産加工グループ育成事業補助 10,000
水産物総合加工場機器整備事業 12,000
漁業後継者の育成 2,281
獅子島地区の漁業再生支援 16,552
観音漁港 ( 合戦場地区）の防波堤等の整備 60,000
商工会補助金 4,426
商工業振興資金利子補給 9,000
夏祭りの開催 1,750
町の PR 費 5,627
町観光案内（バスツアー） 1,000
公衆トイレ清掃委託費 1,731
針尾公園駐車場舗装・水道タンク移設 3,800
松ケ平海水浴場浚渫 3,500
温泉センターの管理経費 11,178
公共施設の環境美化事業 11,868
ピクニック広場改修 32,238
水産種苗センターの管理費 36,159

総務課
行政連絡員活動費 14,718
防災行政無線管理費 5,379
町制施行 10 周年記念事業 4,759
社会保障・税番号制度システム改修業務委託 21,107
集落間交流事業 1,000
防災行政無線（デジタル同報系）整備事業 383,956
財産台帳整備及び公共施設等総合管理計画策定 5,400
オルソ画像共同更新業務委託 11,095
鷹巣庁舎正面駐車場整備工事 20,000
鷹巣駐在所解体工事 3,100
花嫁対策交流イベント開催 1,800
ロードミラー、ガードレール等整備 2,000
県議会議員選挙費 8,090
農業委員会委員選挙費 4,657
焼酎祭りの開催 1,500
消防団活動・運営経費 51,617
耐震性貯水槽新設事業（加世堂・唐隈） 11,472
小型ポンプ付積載車購入（薄井班車両更新） 8,414
災害対策費 5,563
企画財政課
広報長島等広報活動 2,773
ふるさと納税に係る経費 11,321
夢追い獅子島架橋基金の積立金 100,000
巡回バス運行補助 18,500
乗合タクシー運行補助 1,080
自治公民館等チャレンジ提案事業 10,000
出水駅蔵之元港間シャトルバス運行負担金 1,406
男女共同参画「女性の声を聴く 101 の会」 273
各地区のコミュニティーセンター管理費 1,947
風力発電施設の管理費 5,484
長島夢追い元気集落活性化補助金 21,388
電算管理等に係る経費 63,136
獅子島モニュメント修繕費 2,965
獅子島地区フェリー運賃補助 4,380
獅子島活性化航路補助 500
国勢調査費 4,936
長島夢追い元気発電所の管理費 24,834
長島夢追い元気発電所建設費 581,150
町民福祉課
民生委員活動費 4,521
社会福祉協議会運営費 13,279
臨時福祉給付金支給事業 35,303
生活困窮者自立支援事業 1,278
福祉芸能大会の開催 1,000
在宅介護支援センターの管理費 6,049
老人給食サービス事業 5,750
敬老祝い金の支給 5,149
高齢者等住宅の改造費助成 1,334
高齢者生活支援事業 26,388
老人クラブへの助成 1,862
シルバー人材センターの運営補助 2,213
地域支え合い体制づくり事業 1,956
独居老人等宅の樹木伐採（ライフヘルプ事業） 1,482
ひとり親家庭の医療費助成 5,020
子ども医療費助成 34,557
家庭児童相談 1,446

単位：千円

１年間、こんなことにお金を使います
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i n f o r m a t i o n

３
月

２
日

４
日

６
日
～
23
日

８
日

10
日
～
11
日

12
日

13
日

17
日

19
日

20
日

21
日

22
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

28
日
～
29
日

30
日

31
日

あ
か
ね
園
15
周
年
式
典　
　
　
　
　
（
唐
隈
）

町
議
会
第
２
回
臨
時
会
最
終
日　
　
（
役
場
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
議
会
３
月
定
例
会　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

獅
子
島
振
興
会　
　
（
幣
串
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

中
央
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

中
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
（
長
島
中
学
校
）

緊
急
課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
保
証
協
会
理
事
会
・
監
事
会
（
鹿
児
島
市
）

県
農
地
海
岸
保
全
協
会
役
員
会

県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
会

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
総
会
・
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

自
衛
隊
募
集
員
委
嘱
状
交
付
・
入
隊
者
壮
行
会

（
役
場
）

春
の
ぽ
ん
ぽ
こ
桜
市　
　
　
（
ぽ
ん
ぽ
こ
村
）

湧
水
町
町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典（

湧
水
町
）

小
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
（
本
浦
小
学
校
）

長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
会
議　
（
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

諸
浦
港
可
動
橋
完
成
式　
　
　
　
（
諸
浦
港
）

自
治
功
労
者
伝
達
式　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

飯
尾
一
成
氏
叙
勲
伝
達　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会

衛
生
自
治
団
体
連
合
会
総
会（

町
文
化
ホ
ー
ル
）

町
教
育
関
係
者
・
管
理
職
等
合
同
送
別
会

（
太
陽
の
里
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

第
５
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
式

（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）

第
８
回
関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会
・
懇
親
会

（
大
阪
府
）

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

退
職
者
辞
令
交
付
式
・
辞
任
式　
　
（
役
場
）

　人と会うのが何より好きです。週末
は全国の「地域の隠れたヒーロー」を
訪ね歩いています。その経験・人脈を
生かして、長島町の皆さんと一緒に楽
しい町づくりを進めていきたいです。
よろしくお願いいたします。

井
いのうえ

上　貴
た か し

至（29）

地方創生統括監

地方創生統括監就任

総務省から

社会の触媒

　地域のミツバチ

　４月１日から、長島町職員として頑張って
いる４人の新規採用職員。その中でも、総務
課に配属された井上貴至さんは、総務省から
派遣された職員です。
　井上さんは、本町が進める「地方創生」の
手助けをするため派遣されて来ました。
　大阪府出身で、同省入省後、愛知県庁へ赴
任。愛知県内の祭りなどに参加し、地方には
「隠れたヒーロー」がたくさんいることを知っ
たそうです。
　その後、全国の「ヒーロー」を訪ね歩くこ
とをライフワークにしてきました。
　霞が関の朝活として注目を集めている「地
域力おっはークラブ」の主宰者で、全国の「地
域おこし」の先駆者らを講師として東京に招
いています。
　「社会の触媒、地域のミツバチ」をモットー
に、「ミツバチが花粉を運ぶように、出会っ
た人同士をつなげて、新しいものを生み出し
ていきたい」と話します。
　温厚で話しやすく、国家公務員という堅い
イメージを感じさせない人柄です。
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〈
課
長
級
〉

総
務
課
地
方
創
生
統
括
監（
総
務
省
）

井
上　

貴
至

〈
課
長
補
佐
級
〉

総
務
課
長
補
佐(

阿
久
根
地
区
消
防
組
合)

冷
水　

伸
一

税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
税
第
一
係
長

(

税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
税
係
長)

城
戸　

隆
也

税
務
課
長
補
佐
兼
管
理
収
納
第
一
係
長

(

水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長)

竹
之
内
逸
郎

景
観
推
進
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

(

景
観
推
進
課
主
幹
兼
管
理
係
長)

○
田
中　

耕
策

農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

(

農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
第
一
係
長)

山
下　

俊
弘

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
園
長

(

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
幹
兼

主
任
生
活
相
談
員)

○
木
上　

勝
徳

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長

(

企
画
財
政
課
主
幹
兼
広
報
統
計
係

長
兼
企
画
調
整
第
二
係
長)

○
中
村　

勝
博

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
学
校
給
食
係
長

(

鷹
巣
幼
稚
園
教
諭)

○
松
下　

恵
子

　

４
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

人
事
異
動

　

長
島
町
役
場
に
３
人
が
新
規
採
用

さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
た
ち
を
紹
介
し

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

長
島
町
の
職
員
と
し
て
働
け
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
長
島
町
職
員
で
あ
る
こ
と
の

責
任
を
感
じ
な
が
ら
、
自
分
に
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
一
日
で

も
早
く
「
長
島
町
民
の
役
に
立
つ
人
」
に
な
る

た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
や
経
験
を
生
か

し
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

赤
あ か せ

瀬　美
み な こ

奈子（33）
保健衛生課

小
お だ

田　修
しゅうへい

平（23）
教育総務課

竪
たてやま

山　将
まさたか

隆（25）
景観推進課

鷹
巣
幼
稚
園
教
諭

(

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
学
校
給
食
係
長)

兒
玉
美
和
子

議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
第
一
係
長

(

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長)

竹
本　

浩
憲

議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
第
二
係
長

(

議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
第
一
係
長)

畠
中　

恵
美

企
画
財
政
課
主
幹
兼
広
報
統
計
係
長

兼
企
画
調
整
第
二
係
長

(
農
林
課
主
幹
兼
管
理
係
長)

小
島　

博
文

税
務
課
主
幹
兼
管
理
収
納
第
二
係
長

(

税
務
課
主
幹
兼
管
理
収
納
第
一
係
長)

大
西　

康
文

税
務
課
主
幹
兼
町
民
税
第
二
係
長

(

税
務
課
主
幹
兼
管
理
収
納
第
二
係
長)

江
口　

欣
二

保
健
衛
生
課
主
幹
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
第
一
係
長

(

保
健
衛
生
課
主
幹
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
係
長)

塚
田　

斉
章

農
林
課
主
幹
兼
管
理
係
長

(

農
林
課
主
幹
兼
農
政
第
二
係
長)

岩
下　

友
成

水
道
課
主
幹
兼
管
理
係
長

(

水
道
課
主
幹
兼
管
理
第
二
係
長)

長
元　

勝
弘

〈
係
長
級
〉

総
務
課
行
政
第
一
係
長

(

議
会
事
務
局
議
事
第
二
係
長)

濱
口　

高
文

総
務
課
行
政
第
二
係
長

(

総
務
課
行
政
係
長)

町
口　

真
浩

町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
福
祉
事

務
所
兼
務

(

保
健
衛
生
課
保
健
第
一
係
長)

瀬
ノ
口
恵
子

町
民
福
祉
課
生
活
保
護
係
長
福
祉
事

務
所
兼
務

(

町
民
福
祉
課
主
任
福
祉
事
務
所
兼
務)

○
二
階
堂　

晃

保
健
衛
生
課
保
健
係
長

(

保
健
衛
生
課
保
健
第
二
係
長)

江
口　

幸
子

保
健
衛
生
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
第
二
係
長

(

保
健
衛
生
課
主
任)

○
小
川　

陽
子

総
務
課
主
任(

企
画
財
政
課
主
事)

○
赤
嵜　

慶
和

企
画
財
政
課
主
任(

教
育
総
務
課
主
任)

濵
田　

将
尚

企
画
財
政
課
主
任(

税
務
課
主
任)

植
元　

勇
作

町
民
福
祉
課
主
任(

町
民
福
祉
課
主
事)

○
町
田
ま
す
み

建
設
課
主
任

(
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局)

山
下　

文
洋

建
設
課
主
任(
建
設
課
技
師)

○
湯
田　

智
之

水
道
課
主
任(
診
療
所
主
任)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

晃
盛

教
育
総
務
課
主
任(

教
育
総
務
課
主
事)

○
柏
木　

悠
肇

社
会
教
育
課
主
任(

社
会
教
育
課
主
事)

○
丸
橋　

雄
太

〈
係
員
〉

税
務
課
主
事(

税
務
課
主
事
補)

○
山
口　

高
寛

保
健
衛
生
課
主
事(

企
画
財
政
課
主
事
補)

○
水
口　

大
地

保
健
衛
生
課
保
健
技
師

(

保
健
衛
生
課
保
健
技
師
補)

○
中
納　

朝
美

水
産
商
工
課
主
事(

水
産
商
工
課
主
事
補)

○
田
上　

徹

総
合
管
理
課
主
事
福
祉
事
務
所
兼
務

(

総
合
管
理
課
主
事
補
福
祉
事
務
所
兼
務)

○
鶴
長　

恵
美

総
合
管
理
課
主
事
福
祉
事
務
所
兼
務

(

総
合
管
理
課
主
事
補
福
祉
事
務
所
兼
務)

○
石
橋　

誠
悟

農
林
課
主
事(

農
林
課
主
事
補)

○
加
世
堂
栄
彦

診
療
所
主
事
補(

保
健
衛
生
課
主
事
補)

城
戸　

翔
平

保
健
衛
生
課
保
健
技
師
補赤

瀬
美
奈
子

景
観
推
進
課
主
事
補

竪
山　

将
隆

教
育
総
務
課
主
事
補

小
田　

修
平

〈
派
遣
〉

鹿
児
島
県(

総
務
課
主
任)赤

嵜　

慶
和

阿
久
根
地
区
消
防
組
合(

総
務
課
主
事)

梅
田　

祐
希

〈
再
任
用
〉

総
務
課
主
事

児
島　

博
文

町
民
福
祉
課
保
健
技
師

上
原　

弘
子

農
林
課
技
師

山
下　

光
弘

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
任
生
活
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

香
二
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i n f o r m a t i o n

悩
ま
な
い
で
相
談
を

エ
ン
ゼ
ル
支
援
制
度
が
改
正

　

町
で
は
、「
長
島
町
エ
ン
ゼ
ル
支
援
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
不
妊
症
や
不
育
症
に
悩
む
夫
婦
の
精
神

的
負
担
と
、
こ
れ
ら
の
治
療
に
対
す
る
医
療
費
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
少
子
化
対
策
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
第
２

子
以
降
に
対
す
る
治
療
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

〇
対
象
者

　

町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
婚
姻
後
１
年
以
上
経

過
し
た
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦

〇
事
業
内
容

　

不
妊
症
、
不
育
症
な
ど
の
相
談
検
査
・
治
療
に
係

る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

〇
申
請
方
法

　

役
場
保
健
衛
生
課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入

〇
助
成
金
の
額

　

申
請
年
度
に
お
け
る
上
限
額
は
10
万
円

　

た
だ
し
、
鹿
児
島
県
不
妊
治
療
費
助
成
金
を
同
一

の
治
療
で
申
請
・
助
成
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
助
成
額
を
控
除
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

〇
獅
子
島
に
お
住
ま
い
の
か
た
へ

　

受
診
時
の
フ
ェ
リ
ー
代
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。

※
申
請
な
ど
に
関
す
る
相
談
は
保
健
師
が
対
応
し
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係　

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

平
尾
診
療
所
に

 
新
歯
科
医
師
が
着
任

　

４
月
か
ら
、
平
尾
診
療
所
に
新
し
い
歯
科
医
師
が

着
任
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
年
齢
は
？

　

27
歳
で
す
。

Ｑ
家
族
構
成
は
？

　

妻
と
２
人
で
す
。
６
月
に
家
族
が
増
え
ま
す
。

Ｑ
前
任
地
は
？

　

鹿
児
島
市
内
の
歯
科
医
院
で
す
。

Ｑ
長
島
の
印
象
は
？

　

長
島
に
は
、
初
め
て
き
ま
し
た
。
人
が
や
さ
し

く
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
雰
囲
気
で
住
み
や
す
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
趣
味
は
？

　

釣
り
で
す
。
ま
だ
長
島
で
は
行
け
て
ま
せ
ん
。

釣
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
教
え
て
欲
し
い
で
す
。

Ｑ
最
後
に
着
任
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
く
長
島
の
人
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

新
に っ た

田　英
ひであき

明
平尾診療所歯科医師

諸
浦
港
に
新
た
な
可
動
橋
完
成

　

老
朽
化
に
伴
い
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、
諸
浦
港
の
新
た
な

可
動
橋
建
設
工
事
が
竣
工
し
、
３
月
25
日
、
完
成
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

可
動
橋
は
、
諸
浦
港
と
獅
子
島
片
側
港
を
結
ぶ
天
長
フ
ェ
リ
ー

（
波
戸
正
和
代
表
取
締
役
社
長
）
な
ど
が
利
用
す
る
も
の
で
、
現

在
の
位
置
よ
り
南
東
側
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
川
添
健
町
長
や
波
戸
社
長
の
ほ
か
、
工
事
関
係
者

な
ど
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

工
事
竣
工
と
今
後
の
安
全
を
願
い
玉
串
が
奉
納
さ
れ
た
あ
と
、

関
係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
可
動
橋
は
、
４
月
１
日
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑完成を祝う波戸社長（写真左端）ら関係者

12Nagashima town Public Relations
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浄
化
槽
整
備
事
業
を
推
進

　

町
の
浄
化
槽
整
備
事
業
は
、
個
人

設
置
型
整
備
事
業
で
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
ま
で

に
限
り
浄
化
槽
設
置
工
事
費
（
本
体

の
み
）
に
対
し
て
補
助
金
が
増
額
さ

れ
、
個
人
負
担
金
の
軽
減
が
図
ら
れ

ま
す
。

浄化槽設置工事費補助金の内訳

※浄化槽の放流口（浄化水の放流）から９㍍以内につ
いては、35,000 円以内で補助があります。

個
人
負
担
金
の
軽
減
３
年
間
延
長

◎問い合わせ先
　役場水道課下水道係　☎（88）5664［直通］

　

町
が
設
置
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽

は
、
引
き
続
き
町
が
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
（
し
尿
の
み
を

処
理
す
る
浄
化
槽
）
か
ら
、
合
併
処

理
浄
化
槽
に
付
け
替
え
る
か
た
に

は
、
撤
去
費
の
一
部
を
補
助
（
上
限

９
万
円
）
し
て
い
ま
す
。

人槽区分

個人負担金

（旧）
平成 23 年度まで

⇨
【半額に軽減】

（新）
平成 24 年度から
平成 29 年度まで

5 人槽 170,000 円   85,000 円

７人槽 200,000 円 100,000 円

10 人槽 250,000 円 125,000 円

売
り
ま
す
！
町
の
財
産

物
品
公
売
入
札

　

町
は
、
町
が
保
有
す
る
普
通
財
産

（
物
品
）
を
売
り
払
い
ま
す
。

　

入
札
に
参
加
す
る
か
た
は
、
次
の

入
札
要
領
お
よ
び
売
却
す
る
物
品
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
公
売
の
概
要

　

旧
指
江
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
備
品
一
式
（
単
品
公
売
可
）

○
諸
経
費

　

備
品
撤
去
、
搬
出
経
費
な
ど
は
全

て
落
札
者
負
担

○
最
低
売
却
価
格
の
有
無
＝
有
り

［
公
売
説
明
会
お
よ
び
備
品
確
認
］

○
日
時

　

４
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時
～　

○
会
場

　

旧
指
江
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内

　
（
城
川
内
１
０
２
３
番
地
１
）

※
申
込
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
印
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
。

○
入
札
参
加
者
資
格

　

落
札
後
、
指
定
期
日
ま
で
に
落
札

代
金
を
納
入
で
き
る
か
た
。

［
入
札
］

○
日
時

　

４
月
28
日
（
火
）
午
後
２
時
～

　
（
15
分
前
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
）

○
会
場

　

旧
指
江
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内

○
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑
、
筆
記
用
具
、
身
分
証
明
書

　
（
入
札
書
は
会
場
で
準
備
）

○ 

物
品
の
品
質
保
証
お
よ
び
損
害
賠
償

　

今
回
の
公
売
物
品
に
は
、
品
質
保

証
は
行
い
ま
せ
ん
。
公
売
物
品
の
機

能
不
全
や
破
損
な
ど
の
補
償
お
よ
び

公
売
物
品
を
起
因
と
す
る
損
害
に
対

す
る
賠
償
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

○
公
売
備
品
（
取
得
年
）

　

食
缶
消
毒
保
管
機
（
平
成
４
年
）、

真
空
冷
却
器
、
シ
ス
テ
ム
食
器
洗
浄

機
、
コ
ン
ビ
オ
ー
ブ
ン
、
ラ
イ
ス
フ

レ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
、
ラ
イ
ス
ボ
イ

ラ
ー
（
全
て
平
成
９
年
）
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
財
産
管
理
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］
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i n f o r m a t i o n

　町では、町民の皆さんに健やかな生活を送ってもらうよう、健康増進法に基づき、

20 歳以上の女性を対象に「子宮頸
けい

がん検診」を、40 歳以上の女性を対象に「乳が

ん検診」を各地区で実施します。今年度は、２つの検診を同時に実施します。

月　日 曜日 受付時間 会　場

５月 11 日 月
13：00 ～ 13：30 潟公民館

17：00 ～ 18：30 町文化ホール

５月 12 日 火
9：00 ～ 9：30

町文化ホール
13：00 ～ 13：30

５月 13 日 水
9：00 ～ 9：30 蔵之元自治公民館

13：00 ～ 13：30 平尾老人憩いの家

５月 14 日 木
9：00 ～ 9：30 諸浦コミュニティセンター

12：30 ～ 13：00 獅子島アイランドセンター

５月 15 日 金
9：00 ～ 9：30 山門野コミュニティセンター

13：00 ～ 13：30 川床コミュニティセンター

５月 18 日 月
13：00 ～ 13：30

保健福祉センター（鷹巣）
17：00 ～ 18：30

５月 19 日 火
9：00 ～ 9：30

保健福祉センター（鷹巣）
13：00 ～ 13：30

５月 20 日 水
9：00 ～ 9：30

保健福祉センター（鷹巣）
13：00 ～ 13：30

10 月７日 水
9：00 ～ 9：30 町文化ホール

13：00 ～ 13：30 保健福祉センター

①どの会場でも受診できます。都合の良い会場で受診ください。
②受付時間を延長し、新たに夕方の時間帯の検診を導入しました。
③これまでより日数を増やしました。
◇あなたの大切な命を守るため、がん検診を受けましょう！

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1146［直通］

町の検診は
家計に優しい

いのちに関わる検診。がん検診を受けましょう

これまでより受けやすくなりました

14Nagashima town Public Relations
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農業用廃プラスチック類回収に協力を
　使用済みの農業用プラスチック類などは産業廃
棄物です。これらの処理については「使用した農
家自らの責任で正しく処理しなければならない」
と定められています。
　農業用廃プラスチック類の回収を次のとおり実

回収日 時間 回収場所 回収日 時間 回収場所

５月 25 日

（月）

10：00 ～

12：00
獅子島アイランドセンター

５月 27 日

（水）

8：00 ～

10：00

平尾サメシマフーズ駐車場

小浜港野積場

５月 26 日

（火）

８：00 ～

10：00

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）

（計量は伊唐港） ５月 28 日

（木）

8：00 ～

10：00

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場 田尻公民館

□農ポリ・ビニールの梱包
①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニー
ルを巻きつける。
②３カ所を結束し、１梱包 10kg 程度
とする。
※同じフィルムで縛り、土や砂、
その他異物を取り除く。

□肥料袋の梱包
①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、
回収しません。（持ち帰りとなります。）

□農薬使用済み袋
農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベルを剥がしてください。
※ラベルを剥がしていないポリ容器は、回収しません。農薬の廃袋は、
水で洗浄してください。

◇回収費
①農業用ビニール　10 円 /kg　　
②農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）

15 円 /kg

◇
注
意
事
項

※廃プラスチック類を搬入する際は、「産業廃棄物積載車」と表示することが義務付けられています。
車両の両側面にマグネットシートを貼ってください。
※伊唐地区は、伊唐港で計量し、伊唐島側大橋手前駐車場で回収を行います。
※今回の回収費（処理費用）の半額を助成します。
　 回収費は、原則農協の口座から引き落としますので、口座番号の確認をお願いします。

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

施します。回収方法にしたがって、最寄りの回収
場所に持ち込んでください。

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・肥
料袋・農薬使用済み袋　（ポリ容器む）
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～
シ
リ
ー
ズ
第
６
回
～

林
課
が
教
え
る
知
っ
て
得
す
る
マ
メ
知
識

農

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

未
然
に
防
ご
う
病
害
虫
の
侵
入

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
で
恐
れ
ら
れ
て
い
る
病
害
虫
の
一
つ
に
「
ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
害
虫
は
、
根

本
的
な
防
除
対
策
が
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
難
防
除
害
虫
で
す
。

　

本
町
へ
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
正
し
く
理
解
し
、
対
策
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

と
は
◇

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
根
に
寄
生
す
る
セ

ン
チ
ュ
ウ
で
、
土
中
に
存
在
し
、
10

年
以
上
も
生
き
続
け
ま
す
。

　

大
き
さ
が
０
・
４
～
０
・
８
㍉
㍍
の

硬
い
袋
（
シ
ス
ト
）
の
中
に
５
０
０

個
以
上
の
卵
が
入
っ
て
い
ま
す
。
シ

ス
ト
の
中
の
卵
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

根
か
ら
出
る
ふ
化
促
進
物
質
に
よ

り
、
ふ
化
が
進
み
シ
ス
ト
を
破
っ
て

土
中
に
拡
散
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
根

に
寄
生
し
ま
す
。

◇
被
害
の
様
子
◇

　

根
に
寄
生
し
た
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、

根
の
内
部
に
侵
入
し
、
維
管
束
（
水

の
通
り
道
）
を
塞
ぐ
こ
と
で
水
分
の

供
給
を
遮
断
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

茎
や
葉
に
し
お
れ
が
発
生
し
ま
す
。

寄
生
す
る
数
が
多
い
と
株
の
枯
死
が

連
続
し
て
発
生
し
、
大
幅
な
減
収
に

な
り
ま
す
。

　

卵
を
含
ん
だ
シ
ス
ト
は
、
土
中
に

半
永
久
的
に
残
る
た
め
、
長
期
間
休

作
し
た
後
で
も
被
害
が
発
生
し
ま

す
。

　

国
内
で
は
、
昭
和
47
年
、
北
海
道

で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
長
崎
県
、
青
森
県
、
三
重
県
で

確
認
さ
れ
、
平
成
23
年
に
は
熊
本
県

天
草
市
で
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
生
確
認
後
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が

と
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

発
生
面
積
は
年
々
拡
大
し
て
い
ま

す
。

◇
侵
入
防
止
対
策
◇

①
持
込
防
止

　

発
生
地
域
の
土
壌
か
ら
の
持
ち
込

み
は
主
に
種
苗
（
未
検
査
の
種
い

も
）
の
他
、
作
業
機
械
や
車
両
、
長

靴
な
ど
に
付
着
し
た
土
壌
な
ど
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
発
生
地
域
で
使
用
し

た
作
業
機
械
や
運
搬
車
両
の
使
用
を

避
け
、
靴
な
ど
へ
の
付
着
に
も
細
心

の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

　

種
い
も
は
、
必
ず
検
査
さ
れ
た
も

の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
青
果
用
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
種
い
も
に
使
っ
た

り
、
県
外
の
物
産
館
や
直
売
所
な
ど

で
購
入
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
種
い
も

に
利
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

②
早
期
発
見

　

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、
ほ
場
に

侵
入
後
、
急
激
に
増
え
続
け
、
５
～

６
年
後
に
は
１
０
０
万
匹
に
な
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
年
で
も
早

く
発
見
し
、
被
害
の
発
生
と
他
ほ
場

へ
の
伝
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ほ
場
で
の
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
肥
大
す
る
時
期
の
下

葉
の
黄
化
や
早
期
の
し
お
れ
で
す
。

生
育
期
後
半
は
、
観
察
を
こ
ま
め
に

行
い
、
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
早

め
に
Ｊ
Ａ
や
役
場
な
ど
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

③
抵
抗
性
品
種
の
活
用

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
は
、
こ
の
セ
ン

チ
ュ
ウ
に
対
す
る
抵
抗
性
を
持
っ
た

「
抵
抗
性
品
種
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
侵
入
し
た
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
ま

わ
り
の
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
周
辺
細
胞
か
ら
の
養
分
供
給

を
遮
断
す
る
こ
と
で
セ
ン
チ
ュ
ウ
を

飢
え
死
に
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

未
発
生
時
か
ら
抵
抗
性
品
種
を
栽

培
す
る
こ
と
で
、
万
が
一
の
侵
入
時

に
も
急
激
な
密
度
上
昇
を
防
ぐ
効
果

が
あ
り
ま
す
。

↑しおれが発生した土壌

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
」

青果用の主な抵抗性品種
「キタアカリ」、「とうや」、「普賢

丸」、「春あかり」、「アイユタカ」、
「ピルカ」など

↑ジャガイモの根に付着したしたシスト
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天
草
の
日
輪
青
く
鶴
帰
る　
　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

寒
稽
古
竹
刀
持
つ
手
の
武
者
振
る
ひ　
　
　

筑
前　

初
市

ね
ん
ね
こ
の
衿
は
び
ろ
う
ど
母
心　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

母
の
忌
や
朝
に
は
止
み
し
春
時
雨　
　
　
　

関　

佳
代
美

梅
咲
く
や
火
の
山
を
見
ず
退
院
す　
　
　
　

大
堂　

早
苗

ね
ん
ね
こ
で
隣
保
班
回
り
野
の
小
径　
　
　

山
嵜
加
代
子

そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
小
出
し
に
山
笑
ふ　
　
　

迫
口　

君
代

石
積
み
の
吾わ

れ
に
似
し
面つ

ら

山
笑
ふ　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

寒
戻
り
腰
の
痛
み
の
さ
す
ご
と
く　
　
　
　

坂
口　

静
子

ね
ん
ね
こ
で
眠
る
赤
ち
ゃ
ん
昭
和
の
子　
　

大
堂　

正
弘

ね
ん
ね
こ
や
姉
の
背
で
聞
く
子
守
唄　
　
　

坂
木　

基
広

［
短
歌
］

ス
タ
ー
ト
よ
し
道
中
も
よ
し
ゴ
ー
ル
前
耐
え
て
今
年
も
タ

イ
ム
維
持
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

世
の
中
は
人
間
ら
し
く
人
な
る
や
悪
い
事
な
き
成
す
事
な

る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

い
か
な
ご
を
送
り
つ
づ
け
る
友
の
声
明
る
く
は
ず
み
元
気

を
も
ら
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

イ
ノ
シ
シ
よ
畑
を
荒
ら
す
無
法
者
足
跡
た
ど
り
薮
打
ち
叩

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

　日ごろの会話やスピーチ、手
紙やメールなどに生かせる大和
言葉を紹介します。

ど
忘
れ
現
象
を
防
ぐ
会　

編

　60 歳からの脳トレ。結構む
ずかしい !? 文字も大きめで読
みやすいです。

も
の
忘
れ
、
認
知
症
に
な
ら
な
い

思
い
出
し
テ
ス
ト

文　

高
橋
こ
う
じ

日
本
の
大
和
言
葉
を
美
し
く
話
す

―
こ
こ
ろ
が
通
じ
る
和
の
表
現
―

朝
採
り
の
冬
菜
ど
さ
り
と
抱
え
来
し
甥
は
亡
き
兄
に
似
る

声
も
姿
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

家
め
ぐ
り
落
葉
の
走
る
夜
の
音
に
心
寂
し
く
落
ち
つ
か
ず

居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

湯
の
宿
の
片か
た
へ方
に
咲
き
て
紅
椿
連
な
る
花
に
雨
し
ず
く
受

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

誘
は
れ
し
故
郷
よ
り
の
同
窓
会
わ
れ
八や

そ

じ
十
路
ゆ
ゑ
心
迷
ひ

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

木
々
萌
ゆ
る
中
に
桜
は
三
分
咲
き
彼
岸
会
の
あ
る
み
寺
の

森
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

撒ま

か
れ
ゐ
し
小
魚
啄つ

い
ばむ

鶴
の
群
れ
鳶と

び

近
づ
け
ば
総
て
首
上

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

雪
積
む
と
思
ふ
ま
で
光
る
朝
の
霜
田
な
か
に
刈
り
ゐ
し
馬

草
に
降
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

若
き
日
の
大
島
紬
着
る
す
べ
な
く
手
提
げ
に
リ
フ
ォ
ー
ム

老
ひ
て
楽
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

当
て
所ど

な
く
来
た
る
海
辺
に
同
輩
や
幼
馴
染
み
に
出
逢
ひ

語
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ
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初
の
１
５
０
０
万
円
超
え  

寄
附
者
数
13
倍

返
礼
品
好
評
の
ふ
る
さ
と
納
税

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
募
集

に
加
え
、
民
間
会
社
が
運
営
す
る

専
用
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
に
募
集
掲
載
を
依
頼
。
１
口

５
０
０
０
円
か
ら
寄
附
が
で
き
る
本

町
は
、
寄
附
者
全
員
に
町
の
特
産
品

「
デ
コ
ポ
ン
」（
５
㌔
㌘
）
を
返
礼
品

と
し
て
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

６
口
（
３
０
０
０
０
円
）
以
上
の

高
額
寄
附
者
へ
は
、
デ
コ
ポ
ン
に
加

え
海
峡
育
ち
「
鰤
王
」（
フ
ィ
レ
）

を
年
末
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
３
月
か
ら
は
、
返
礼

品
に
新
た
に
「
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
」

（
10
㌔
㌘
）
を
追
加
し
、
デ
コ
ポ
ン

と
の
選
択
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
本
町
出
身
者
の

ほ
か
、
長
島
を
応
援
し
た
い
と
い

う
全
国
の
２
３
０
０
人
余
り
（
前

年
比
約
13
・
７
倍
）
の
か
た
が
た

　

各
市
町
村
の
特
産
品
な
ど
の
返
礼
品
が
好
評
で
、
全
国
的
に
人
気
が

高
ま
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」。

　

本
町
で
は
、
制
度
開
始
に
併
せ
て
、
募
集
を
開
始
し
、
平
成
26
年
度

か
ら
募
集
方
法
を
変
え
る
な
ど
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
年
間
寄
付
額

を
大
き
く
上
回
る
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
少
な
い
本
町
に
と
っ
て
、
貴
重
な
財
源
確
保
と
し
て
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
、
前
年
度
比
約
４
・
５
倍
の

１
５
０
０
万
円
以
上
の
寄
附
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
「
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金
」
や

「
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金
」

な
ど
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
交
流
人
口
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
１
年
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

本
町
。「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
引
き
続
き
、「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
に
よ
る
寄
附
金
を
募
っ

て
い
ま
す
。

　

長
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、

長
島
に
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
応
援

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

［
北
海
道
］

久
保
田
佐
知
子
さ
ん

大
瀧　

敏
裕
さ
ん

樋
口　

英
夫
さ
ん

藤
村
世
梨
香
さ
ん

柴
田　

朋
也
さ
ん

棚
瀬　

成
紀
さ
ん

杉
本　

佳
代
さ
ん

斉
藤　

淳
二
さ
ん

森
脇　

隆
光
さ
ん

［
青
森
県
］

小
野
寺
直
和
さ
ん

［
宮
城
県
］

佐
藤　

義
春
さ
ん

鎌
田
恵
美
子
さ
ん

［
山
形
県
］

須
藤　
　

隆
さ
ん

［
福
島
県
］

鈴
木　

郁
子
さ
ん

［
茨
城
県
］

田
ノ
上
七
郎
さ
ん

遠
藤　

利
江
さ
ん

池
田　

長
治
さ
ん

池
田　

玉
子
さ
ん

池
田　

徳
光
さ
ん

浦　
　

眞
一
さ
ん

村
下　

徹
也
さ
ん

加
藤　

祐
美
さ
ん

知
久　

明
義
さ
ん

藤
枝　

一
雄
さ
ん

平
間　

久
子
さ
ん

［
栃
木
県
］

宮
﨑　

祐
輔
さ
ん

［
群
馬
県
］

長
岡　

敏
彦
さ
ん

中
村　

正
一
さ
ん

田
嶋　

昭
美
さ
ん

加
賀
谷
忠
彦
さ
ん

［
埼
玉
県
］

阿
部
か
す
み
さ
ん

永
岡　

信
昭
さ
ん

広
川　
　

昇
さ
ん

内
山　

孝
江
さ
ん

高
橋　

絹
枝
さ
ん

花
村　

友
子
さ
ん

大
塚　

正
俊
さ
ん

田
上　

正
行
さ
ん

上
平　

重
朝
さ
ん

宇
都　

昭
則
さ
ん

山
下　

利
通
さ
ん

増
山　

弘
己
さ
ん

久
保　

英
博
さ
ん

山
外　

英
隆
さ
ん

宮
地　

智
哉
さ
ん

二
階
堂
輝
志
さ
ん

岩
井　
　

純
さ
ん

古
田　

博
幸
さ
ん

渡
辺
万
喜
子
さ
ん

成
田　

周
平
さ
ん

金
井　

優
宜
さ
ん

石
井　
　

圭
さ
ん

雨
宮
龍
太
郎
さ
ん

内
山　

隆
久
さ
ん

宮
本　

孝
志
さ
ん

永
田　

光
宏
さ
ん

［
千
葉
県
］

江
口　
　

實
さ
ん

川
添　
　

努
さ
ん

池
内　

賢
二
さ
ん

山
田
百
合
子
さ
ん

高
木　

英
一
さ
ん

宮
内　

義
充
さ
ん

鈴
木　

将
和
さ
ん

石
毛　
　

寿
さ
ん

若
田
ナ
ヲ
エ
さ
ん

山
中　

正
志
さ
ん

渡
辺　

克
典
さ
ん

的
場　

淑
恵
さ
ん

飯
島　

健
夫
さ
ん

若
林　

英
紀
さ
ん

渡
邉　

治
男
さ
ん

渡
邉　

槇
子
さ
ん

野
々
口
耕
三
さ
ん

一
條
ひ
と
み
さ
ん

森　
　

啓
介
さ
ん

直
原　

弘
子
さ
ん

飯
田　

高
明
さ
ん

鈴
村　

秀
世
さ
ん

廣
井　

庸
司
さ
ん

坪
久
田　

譲
さ
ん

池
田　

尚
正
さ
ん

森
屋　

正
三
さ
ん

栗
崎　
　

純
さ
ん

杉
山　

哲
也
さ
ん

［
東
京
都
］

千
代　

繁
子
さ
ん

二
階
堂
基
治
さ
ん

池
上　
　

薫
さ
ん

杉
田　

裕
次
さ
ん

森　
　

琢
巳
さ
ん

神
保　

悦
子
さ
ん

中
田　
　

寛
さ
ん

佐
々
木
正
二
さ
ん

松
本　

浩
志
さ
ん

金
磯　

善
博
さ
ん

栗
原　

盛
浩
さ
ん

石
井　
　

務
さ
ん

髙
瀬　

智
子
さ
ん

松
田
枝
里
子
さ
ん

丸
山　
　

隼
さ
ん

川
添　

有
一
さ
ん

多
喜　

大
祐
さ
ん

山
田　

亮
介
さ
ん

児
島　

幸
治
さ
ん

岩
﨑　

明
子
さ
ん

曽　
　

義
家
さ
ん

※
寄
附
者
の
中
か
ら
、
氏
名
な
ど
に

つ
い
て
公
表
の
了
解
が
得
ら
れ
た
か

た
の
み
を
掲
載
し
ま
す
。
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児
島　

安
喜
さ
ん

長
屋　

宏
之
さ
ん

長
屋　

昌
宏
さ
ん

遠
藤　

宏
子
さ
ん

岩
元　

龍
郎
さ
ん

岩
元　

愛
子
さ
ん

加
藤　

佳
子
さ
ん

福
永　

好
克
さ
ん

児
島　
　

寛
さ
ん

浜　
　

郁
人
さ
ん

坂
之
下
慶
治
さ
ん

内
谷
美
知
子
さ
ん

中
村　

義
友
さ
ん

五
戸　

敦
子
さ
ん

三
上　

文
子
さ
ん

堀
越　

明
子
さ
ん

中
澤　

敏
彦
さ
ん

山
下
レ
イ
子
さ
ん

栫　
　

幸
宏
さ
ん

森　
　

智
昭
さ
ん

瀧
田　

直
人
さ
ん

竹
上　

英
伸
さ
ん

清
水
健
太
郎
さ
ん

南　
　
　

彰
さ
ん

三
駄　

寛
之
さ
ん

鈴
木　

秀
章
さ
ん

田
川　

尊
浩
さ
ん

中
祖　

和
一
さ
ん

西
山　

幸
成
さ
ん

水
町　
　

宏
さ
ん

廣
瀬　

洋
子
さ
ん

竹
田　

憲
史
さ
ん

中
尾　
　

司
さ
ん

小
出　

卓
哉
さ
ん

吉
田　

麻
理
さ
ん

髙
橋　
　

聡
さ
ん

木
島　

広
光
さ
ん

林　
　

裕
美
さ
ん

秋
元　

俊
朗
さ
ん

増
田　

和
恵
さ
ん

金
森　

重
樹
さ
ん

一
條　

卓
江
さ
ん

堀
野　

久
子
さ
ん

木
村　

紳
一
さ
ん

高
橋　

智
和
さ
ん

浜
谷　

栄
彦
さ
ん

遠
藤　

良
直
さ
ん

藤
井　
　

緑
さ
ん

大
木　

信
吾
さ
ん

大
久
保
ミ
ツ
イ
さ
ん

相
良　

利
彦
さ
ん

清
田　
　

昇
さ
ん

大
岡　
　

隆
さ
ん

横
田　

健
一
さ
ん

［
神
奈
川
県
］

児
嶋　
　

繁
さ
ん

南　

八
千
代
さ
ん

榎
田
喜
久
子
さ
ん

長
島　
　

聡
さ
ん

肱
岡　

茂
樹
さ
ん

河
野
チ
ズ
エ
さ
ん

中
村　

景
子
さ
ん

浅
見　

優
子
さ
ん

樫
谷　

一
己
さ
ん

向　
　

静
男
さ
ん

堤
田　

直
記
さ
ん

尾
野　

隆
行
さ
ん

川
添　

用
吉
さ
ん

新
井　

啓
之
さ
ん

近
藤　

春
美
さ
ん

飯
田　

高
正
さ
ん

韓　
　

仁
愛
さ
ん

地
福
エ
ツ
子
さ
ん

田
島　
　

東
さ
ん

赤
松　

篤
実
さ
ん

石
元　
　

博
さ
ん

山
上　

信
弘
さ
ん

梶
原　

英
盛
さ
ん

加
里
本
誉
司
さ
ん

池
元　

伸
孝
さ
ん

牛
島　

大
介
さ
ん

菊
地　

将
仁
さ
ん

小
笠
原
連
也
さ
ん

東　
　

一
市
さ
ん

中
嶋　

秀
人
さ
ん

川
田　

和
弘
さ
ん

田
中　

慎
二
さ
ん

小
森　

利
彦
さ
ん

畔
柳　

伸
行
さ
ん

高
木　

章
悟
さ
ん

岩
野　

淳
一
さ
ん

河
野　

博
之
さ
ん

石
渡　

清
治
さ
ん

山
口　

知
紘
さ
ん

山
中　

洋
介
さ
ん

岸　
　

澄
子
さ
ん

遠
藤　
　

渉
さ
ん

谷
川　

貴
信
さ
ん

［
新
潟
県
］

山
口　
　

智
さ
ん

［
富
山
県
］

野
村　

忠
義
さ
ん

［
石
川
県
］

荒
木　

浩
一
さ
ん

佳
山　

鈴
子
さ
ん

山
根　
　

弘
さ
ん

中
村　

友
治
さ
ん

［
福
井
県
］

西
野　

誠
一
さ
ん

市
橋　

美
幸
さ
ん

［
山
梨
県
］

川
口
美
紀
江
さ
ん

中
村　
　

満
さ
ん

［
長
野
県
］

三
井　

健
太
さ
ん

保
科　
　

恩
さ
ん

古
川　

大
輔
さ
ん

［
岐
阜
県
］

古
本　

秀
樹
さ
ん

伊
藤　
　

薫
さ
ん

丹
羽　

浩
二
さ
ん

橋
本　

健
一
さ
ん

伊
藤　

保
洋
さ
ん

［
静
岡
県
］

磯
部
悦
満
子
さ
ん

渡
邉　

元
靖
さ
ん

［
愛
知
県
］

大
橋　

幸
男
さ
ん

竹
之
内
喜
一
さ
ん

世
古
宗
義
雄
さ
ん

石
橋　

英
子
さ
ん

浅
井　

輝
美
さ
ん

牧
内　

孝
文
さ
ん

飯
田　

康
雄
さ
ん

清
水　
　

宏
さ
ん

山
中　

光
男
さ
ん

鈴
木　

德
雄
さ
ん

永
井　

康
男
さ
ん

山
口　

昌
幸
さ
ん

加
藤　

暢
夫
さ
ん

中
崎　

聖
子
さ
ん

辻
中　

春
江
さ
ん

［
三
重
県
］

多
賀　

元
治
さ
ん

安
田　

明
史
さ
ん

西
川
隆
太
郎
さ
ん

横
山　

有
紀
さ
ん

宮
田　

知
子
さ
ん

水
谷　

寿
一
さ
ん

岸
根　
　

宏
さ
ん

福
原　

浪
代
さ
ん

［
滋
賀
県
］

下
村　
　

悟
さ
ん

樋
口　

英
雄
さ
ん

田
城
せ
つ
子
さ
ん

常
喜　

兼
雄
さ
ん

杉
山　

和
行
さ
ん

［
京
都
府
］

宇
都　

久
男
さ
ん

吉
田
耕
太
郎
さ
ん

廣
瀬　

友
樹
さ
ん

出
水　
　

清
さ
ん

宮
内　

利
雄
さ
ん

竹
島　
　

勉
さ
ん

［
大
阪
府
］

山
上　
　

静
さ
ん

前
畑　

次
正
さ
ん

村
上　

一
男
さ
ん

香
川　

裕
嗣
さ
ん

中
川　

明
美
さ
ん

阿
多
清
壽
美
さ
ん

町
田　

光
春
さ
ん

岩
崎　

文
子
さ
ん

池
田　

英
雄
さ
ん

望
月　

佳
也
さ
ん

川
添　

揚
一
さ
ん

薗
田
ミ
エ
子
さ
ん

田
浦　
　

强
さ
ん

安　
　

久
美
さ
ん

浦　
　

昌
弘
さ
ん

竹
嵜　
　

学
さ
ん

中
迫　
　

猛
さ
ん

高
橋　

利
和
さ
ん

阪
本　

友
子
さ
ん

栗
須
谷
和
子
さ
ん

竹
吉　

清
美
さ
ん

松
本　

敦
子
さ
ん

高
城　

満
秀
さ
ん

岡
野　

武
史
さ
ん

水
元　

武
満
さ
ん

大
西　

千
之
さ
ん

大
石　

重
夫
さ
ん

貝
渕　

小
市
さ
ん

浜
﨑　

和
行
さ
ん

海
江
田
留
吉
さ
ん

前
本
栄
次
郎
さ
ん

福
嵜　

健
雄
さ
ん

二
島　

繁
喜
さ
ん

竹
田　

久
信
さ
ん

大
畑　

照
子
さ
ん

山
上　

政
義
さ
ん

森
山　

清
文
さ
ん

［
兵
庫
県
］

東
中
川
律
枝
さ
ん

児
島　

哲
郎
さ
ん

竹
見　

朋
子
さ
ん

尾
崎　
　

進
さ
ん

谷
内　

智
紀
さ
ん

駒
田　
　

弓
さ
ん

駒
田　

長
義
さ
ん

山
下　
　

満
さ
ん

福
本　

佳
弘
さ
ん

末
吉　

秀
光
さ
ん

佐
久
間
真
里
さ
ん

藤
井　
　

睦
さ
ん

小
室
満
佐
子
さ
ん

吉
田　

眞
三
さ
ん

林
田　

徹
秋
さ
ん

杉
山　

初
子
さ
ん

西
川　

友
治
さ
ん

金
磯　

清
隆
さ
ん

［
奈
良
県
］

髙
木　
　

登
さ
ん

津
曲　

保
孝
さ
ん

岡
田　

充
弘
さ
ん

原
田　

卓
志
さ
ん

中
西　

歌
子
さ
ん

松
本　

寿
志
さ
ん

小
平　

和
弘
さ
ん

小
林　

六
子
さ
ん

［
和
歌
山
県
］

湯
川　

彰
英
さ
ん

川
岸　

幹
生
さ
ん

［
鳥
取
県
］

森
脇　

宏
文
さ
ん

［
岡
山
県
］

羽
田　

智
則
さ
ん

古
家　

浩
伸
さ
ん

［
広
島
県
］

杉
山　

隆
雄
さ
ん

花
輪
芙
美
代
さ
ん

土
生　

宏
美
さ
ん

［
山
口
県
］

茶
屋　

浩
三
さ
ん

［
福
岡
県
］

又
木　

良
子
さ
ん

川
﨑　

千
春
さ
ん

上
山　

有
二
さ
ん

［
佐
賀
県
］

中
薗　

義
春
さ
ん

［
長
崎
県
］

三
浦　

芳
裕
さ
ん

山
口　

實
幸
さ
ん

［
熊
本
県
］

原
口　
　

修
さ
ん

江
良　

正
司
さ
ん

［
大
分
県
］

竹
路　

昌
修
さ
ん

［
宮
崎
県
］

下
中
村
美
子
さ
ん

［
鹿
児
島
県
］

飯
尾　

暉
英
さ
ん

中
村
リ
ツ
コ
さ
ん

濵
田　

豊
和
さ
ん

中
橋　

藤
七
さ
ん

石
塚　

政
揮
さ
ん

石
橋　

忠
信
さ
ん

浦
底　
　

溜
さ
ん

山
迫　

順
一
さ
ん

坂
上　

法
子
さ
ん

松
田　

靖
明
さ
ん

森
永　

一
郎
さ
ん

大
橋　

隆
博
さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４

［
直
通
］

ふるさと納税　たくさんのご寄附ありがとうございました
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委

員
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者

へ
助
言
し
た
り
関
係
機
関
へ
の
橋

渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

5
月
14
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
行
政
相
談
委
員

　

下
平　

隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

清
原　

郁
美
氏
（
平
尾
中
南
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

こ
ど
も
医
療
費
の
年
齢
拡
大

　

町
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
変
更
に
伴
い
、
対
象
者
が

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

登
録
が
無
け
れ
ば
、
受
給
者
証
に

よ
る
診
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
病
院
な
ど
を

受
診
さ
れ
る
か
た
は
早
急
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

登
録
申
請
書
、
対
象
と
な
る
子

ど
も
の
保
険
証
、
通
帳
（
保
護
者

の
も
の
）、
印
鑑

※
進
学
な
ど
で
転
出
し
て
い
る
場

合
は
、
別
居
監
護
等
申
立
書
と
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
の
見
直
し

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
税
の
賦
課
限
度
額
と
低
所
得

者
層
に
係
る
国
民
健
康
保
険
料
の

軽
減
判
定
所
得
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。

［
賦
課
限
度
額
（
改
正
後
）］

○
基
礎
賦
課
額
＝
52
万
円

○
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額

　

17
万
円

○
介
護
納
付
金
賦
課
額
＝
16
万
円

［
軽
減
判
定
所
得
（
改
正
後
）］

○
５
割
軽
減
基
準
額

　

基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）
＋

26
万
円
×
（
被
保
険
者
数
）

○
２
割
軽
減
基
準
額

　

基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）
＋

47
万
円
×
（
被
保
険
者
数
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

二
輪
車
に
係
る
軽
自
動
車
税

の
引
き
上
げ
１
年
延
期
に

　

軽
自
動
車
税
の
改
正
に
つ
い

て
、
広
報
長
島
平
成
26
年
11
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
地
方

税
法
の
改
正
に
伴
い
、
税
額
引
上

げ
が
平
成
28
年
４
月
１
日
に
延
期

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
軽
自

動
車
税
に
つ
い
て
も
、
平
成
28
年

度
か
ら
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

平
成
27
年
度
は
固
定
資
産
の

評
価
替
え
の
年

　

土
地
と
家
屋
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
基
本
と
な
る
評
価
額
は
、

固
定
資
産
の
持
つ
適
正
な
時
価
を

求
め
る
た
め
、
３
年
毎
に
評
価
額

を
見
直
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
は

そ
の
基
準
年
度
で
す
。
今
年
度
の

賦
課
期
日
（
平
成
27
年
１
月
１

日
）
現
在
に
お
い
て
、
土
地
お
よ

び
家
屋
に
つ
い
て
評
価
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
。
平
成
28
、
29
年
度
は

原
則
と
し
て
新
た
な
評
価
を
行
わ

ず
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。
償
却

資
産
は
、
取
得
価
額
を
基
礎
と
し

て
取
得
後
の
経
過
年
数
に
応
じ
て

評
価
し
ま
す
の
で
、
毎
年
評
価
額

が
下
が
り
ま
す
（
下
限
は
取
得
価

額
の
５
％
）。
平
成
27
年
１
月
１

日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
町
内

の
土
地
お
よ
び
家
屋
の
縦
覧
を
、

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
中

に
土
地
の
異
動
や
、
家
屋
を
新

築
・
増
築
さ
れ
た
人
は
早
め
に
閲

覧
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
が
課

税
台
帳
を
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
縦
覧
・
閲
覧
期
間

　

４
月
１
日（
水
）～
６
月
１
日（
月
）

○
場
所

　

役
場
税
務
課

　

指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

○
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑

行
政
相
談
所
を
開
設
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◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

『
高
齢
者
学
級
』
開
設
団
体
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落

の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
仲
間
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
標
に

高
齢
者
学
級
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

○
学
習
内
容

　

趣
味
・
教
養
、
生
活
、
健
康
、

福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
学

習
を
学
級
単
位
で
行
い
ま
す
。
活

動
の
進
め
方
は
指
導
し
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程
度

○
開
設
期
間

　

５
月
～
平
成
28
年
２
月
ま
で

○
条
件

　

15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を
確

保
で
き
、
学
習
内
容
を
自
主
的
に

編
成
で
き
る
こ
と

○
申
込
締
切
＝
４
月
末
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

『
生
涯
学
習
学
級
』
開
設
団
体
募
集

　　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的

に
企
画
や
運
営
を
す
る
生
涯
学
習

学
級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

○
学
習
内
容

　

地
域
お
こ
し
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
趣
味
・
教
養
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
活
動
や
学
習
を
学
級
単

位
で
行
い
ま
す
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
以
上

○
開
設
期
間

　

５
月
～
平
成
28
年
２
月
ま
で

○
条
件

①
町
民
（
成
人
）
で
、
常
時
10
人

以
上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る
こ

と※
芸
術
文
化
団
体
の
育
成
の
場

合
、
青
少
年
を
対
象
と
す
る
団
体

で
も
可

②
原
則
育
成
期
間
は
３
年
間

※
内
容
に
よ
り
特
に
必
要
な
場
合

は
延
長
す
る

③
代
表
者
が
、
教
育
委
員
会
が
開

催
す
る
説
明
会
な
ど
に
出
席
で
き

る
こ
と

④
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

き
る
こ
と

⑤
相
応
の
自
己
負
担
が
あ
る
こ
と

○
不
採
択

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
、
申

請
内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の
よ

う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と
し

て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

①
活
動
・
学
習
内
容
が
生
涯
学
習

学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要
性
が

低
い
場
合

②
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
助
成
な

ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性
が
低

い
場
合
。

※
町
か
ら
の
助
成
金
を
も
っ
ぱ
ら

飲
食
に
当
て
て
い
る
場
合

③
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合

④
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
が

低
い
場
合

⑤
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過

し
、
独
自
で
の
活
動
が
適
当
と
認

め
ら
れ
る
場
合

○
申
込
締
切
＝
４
月
末
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者
募
集

　

平
成
27
年
全
国
戦
没
者
追
悼
式

に
参
列
を
希
望
す
る
遺
族
の
か
た

を
募
集
し
ま
す
。

○
期
日
＝
８
月
15
日
（
土
）

○
場
所
＝
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

○
対
象
者

　

戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
３
親

等
内
の
遺
族
、
一
般
戦
災
死
没
者

の
配
偶
者
お
よ
び
３
親
等
内
の
遺

族
（
初
め
て
の
か
た
優
先
）

○
申
込
期
間

　

５
月
１
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

○
募
集
人
員
＝
65
名

○
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
社
会
福
祉
課
調
査
援
護
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
３
０

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
と
活
動
報
告

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
出
水
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指

定
を
受
け
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
支
援
体
制
の
推
進
に
取
り

組
み
、
院
内
外
で
の
、
一
般
向
け

予
防
体
操
や
、
リ
ハ
ビ
リ
技
術
指

導
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
研
修
会
や
介
護
予
防
運
動

の
指
導
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で

す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室

　

☎
（
67
）
１
６
５
７
［
直
通
］
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

自衛隊入隊者壮行会

性自衛官が一度に２人女
　３月 20 日、平成 26 年度自衛隊入隊者壮行会が長
島町役場であり、自衛隊に入隊する濵田拓さん（藤之
元）、立山裕紀さん（浦底）、坂之下さやかさん（山門
野中）、川下諒太さん（梅ノ木山）の４人と、その保
護者や関係者らが出席しました。
　会では、自衛隊鹿児島地方協力本部長らが「自分１
人ではなく、チームワークを大切に。苦しいときは同
期の仲間たちと助け合って、立派な自衛隊員になれる
よう頑張って」と励ましました。
　女性隊員として、陸上自衛隊相浦駐屯地（長崎県佐
世保市）に入隊する立山さんは「厳しく、苦しいこと
もあると思うが、立派な自衛官を目指します」、坂之
下さんは「ここまで育ててくれた家族や地域に感謝し、
仲間と助け合いながら頑張ります」と抱負を述べまし
た。濵田さんは、海上自衛隊横須賀基地（神奈川県）に、
川下さんは、陸上自衛隊えびの駐屯地（宮崎県）に配
属されました。

↑入隊が決定
した４人（前
列両側）

新しい鷹巣駐在所が完成

らなる安心・安全に一役さ
　長島町役場前の道路改良により移転が決定し、
新たに建設が進められていた鷹巣駐在所が、３月
完成しました。
　新たな駐在所が完成したのは、上揚集落にある
旧東町役場跡地です。
　平成 24 年４月から、同駐在所に勤務する岩元
正臣巡査長は「施設も新しくなり初心に帰って、
町の安心・安全のため、まい進していきたい」と
今後の意気込みを話し、気を引き締めました。

劇団四季ミュージカル

族の絆に感動家
　３月 13 日、町文化ホールで劇団四季によるファ
ミリーミュージカル「ふたりのロッテ」が上演さ
れました。
　館内には開演前からたくさんの親子連れが鑑賞
に訪れ、600 人を超える観覧者で埋めつくされま
した。
　離ればなれに暮らしていた双子の姉妹が、力を
合わせて家族の絆を取り戻す感動のストーリーに
子どもたちは見入り、迫力の歌とダンスに感動し
た様子でした。

↑観客を魅了した１シーン

↑完成した鷹巣駐在所

←抱負を述べ
る 立 山 さ ん

（写真右）と
坂之下さん
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巣立ちのとき

内の 201 人が別れの涙町
　町内の５中学校と９小学校で、３月 12 日と 24
日、卒業式があり小学生 109 人、中学生 92 が巣
立ちました。
　24 日、平成 26 年度で閉校となった本浦小学校

（冨岡乃夫也校長）では、男児３人、女児４人が
巣立ちのときを迎えました。
　式では、保護者のほか関係者が見守る中、一人
ひとりに卒業証書が手渡されました。
　豊かな緑と広い海に囲まれのびのびと育った７
人は、旅立ちの喜びと感謝の気持ちを句にしたた
め、別れのあいさつをしました。
　出席した保護者らは、我が子の成長ぶりに涙し、
卒業を喜びました。

飯尾氏が叙勲

の医療発展の功績をたたえて島
　城川内集落で、長年開業医として地域医療と地
域福祉の発展に携わった飯尾一成さんに旭日双光
章が与えられ、３月 25 日、川添健町長から本人
へ伝達されました。
　同氏は昭和 36 年 10 月から、過疎地における
医師として、また離島の医師として活動してきま
した。これまでに学校医や、出水郡医師会役員、
社会福祉法人理事長などとして、地域医療と住民
の福祉向上に献身的に努められました。温厚な人
柄で住民の信望も厚く、公衆衛生の指導的立場に
立ったほか、住民の健康づくりにも尽力されたこ
となどがたたえられました。
　同氏は「地元長島に帰郷し、開業から 54 年。
地域の皆さんのおかげで、このような栄えある章
をいただき、身に余る光栄です。心から感謝しま
す」と、受章の喜びを話しました。

サクラの苗木を贈呈

の町づくりに応援花
　３月 12 日、地球温暖化防止活動などに取り
組 ん で い る、 特 定 非 営 利 活 動（ Ｎ Ｐ Ｏ ） 法 人
HowTo21Club（吉井秀之理事長＝出水市）から、
町に苗木が贈呈されました。
　今回は、オオシマザクラ２本、カワヅザクラ５
本、カンヒザクラ 1 本が贈呈され、吉井理事長
は「公園内の景観づくりに役立ててほしい」と話
しました。

↑川添町長に受章の報告をした、飯尾氏（写真中央）と順子夫人

↑川添町長へ苗を手渡す吉井理事長

↑在校生や保護者らに別れのあいさつをする７人
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

10,974 (  -78)

平成 27 年 3 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,229 (  -39)
5,675 (  -39)

  4,453 (    -9)

　

３
月
28
日
に
開
幕
し
た
第
５
回
夢
追
い

長
島
花
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
５
月
６
日
ま
で

の
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

表
札
づ
く
り
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体

験
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ご
家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

［
多
肉
植
物
の
表
札
づ
く
り
］

○
開
催
日

　

４
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

○
場
所
＝
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

○
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

○
定
員
＝
25
名

［
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
］

○
開
催
日

　

４
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

○
場
所

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
イ
ベ
ン
ト
広
場

○
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

○
定
員
＝
25
名

サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

［
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験
］

○
開
催
日

　

４
月
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）

　

両
日
と
も
午
前
10
時
～

○
場
所

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
内
の
農
園

○
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
１
㍍
）

○
定
員
＝
１
日
３
０
０
人
限
定

［
切
り
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
］

○
開
催
日
＝
４
月
29
日
（
水
）

○
場
所

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
イ
ベ
ン
ト
広
場

○
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

○
定
員
＝
20
名

［
ち
び
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
］

○
開
催
日
＝
５
月
５
日
（
火
）

○
場
所

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
イ
ベ
ン
ト
広
場

○
内
容

　

プ
チ
子
ど
も
縁
日
、
抽
選
会
な
ど

※
こ
の
ほ
か
、
期
間
中
、
総
合
案
内
所
で

ふ
か
し
じ
ゃ
が
い
も
の
試
食
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
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▽
皆
さ
ん
、
２
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
私
が
書
く
こ
の
編
集

後
記
も
、
今
回
で
最
後
と
な
り
ま

し
た
。
異
動
先
は
、
11
㌻
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
採
用
か
ら
２
年
目

で
任
さ
れ
た
こ
の
大
役
。
無
事
に

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
と
、
不
安
で
一
晩
眠
れ
な
か
っ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
初
め
て

の
校
了
が
出
産
予
定
時
期
と
重
な

り
、
立
ち
会
え
る
か
ど
う
か
心
配

で
し
た
が
、
無
事
、
出
産
に
立
ち

会
わ
せ
て
く
れ
た
息
子
と
、
２
年

間
深
夜
遅
く
に
帰
る
私
を
待
っ
て

い
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
で
す
。
広

報
係
で
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
と
出

逢
え
た
こ
と
が
何
よ
り
の
財
産
で

す
。
毎
月
が
辛
く
苦
し
く
も
、
楽

し
い
２
年
間
で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
赤
嵜
慶
和
）

▽
９
年
ぶ
り
の
広
報
係
と
な
り
ま

し
た
。
長
島
町
の
合
併
10
周
年
と

い
う
節
目
の
年
度
に
広
報
係
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
楽
し
み
な
が
ら
町
の
話

題
を
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
濵
田
将
尚
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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「
太
陽
の
里
」
が
町
直
営
に　

本
町
の
観
光
拠
点
の
一
つ
、「
レ
ジ
ャ
ー

ラ
ン
ド
太
陽
の
里
」（
昭
和
55
年
営
業
開

始
）
は
平
成
25
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
、
民
間
企
業
に
よ
る
運
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
町
の

直
営
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
太
陽
の
里
本
館
」
お
よ
び
「
宿
泊
施

設
（
長
期
滞
在
施
設
）」、「
温
泉
セ
ン
タ
ー

東
泉
望
（
総
合
交
流
促
進
施
設
）」
を
直

接
管
理
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　

昭
和
55
年
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
太
陽

の
里
は
、
こ
れ
ま
で
直
営
か
ら
公
社
や
民

間
の
経
営
を
経
て
、
再
び
町
の
直
営
と
な

り
ま
す
。

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
た

め
、
従
業
員
の
意
識
改
革
や
施
設
改
修
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
で
は
、
温
泉
や
飲
食
、
宿
泊
業
務
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
創
意
工
夫
し
、

従
業
員
一
同
、
笑
顔
と
お
も
て
な
し
の
精

神
で
新
し
い
「
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の

里
」
を
目
指
し
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
笑
顔
で
お
も
て
な
し
」↑心機一転。笑顔でもてなす従業員の皆さん

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
水
産
商
工
課
商
工
観
光
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
７
［
直
通
］

↑町直営となった「レジャーランド太陽の里」

　

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里

　

☎
（
86
）
１
２
６
１



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１５５

８ ９３ ７

１５１０ １３ １４

２２ ２３１７ １８ ２０ ２１

１２

５４

１９

１１

４/26 ２１

６

２４ ２５ ２６

4/27 4/28

１６

２８

4/29 4/30

２７ ２９ ３０

３１

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

憲法記念日

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-7707
○北国医院 72-0016
○福原歯科医院 63-2501
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□上野薬局 72-1016
◇キッズクリニック 63-7707

みどりの日

○鷹巣診療所 86-0054
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○阿久根眼科 72-0040
○福原歯科医院 63-2501
□こがね薬局 64-1132
□高松薬局 73-4002
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

こどもの日

○長島クリニック 88-6405
○よう皮ふ科医院 63-1112
○奥田蘇明会医院 82-3998
○林胃腸科外科 73-3639
○橋口歯科医院 73-0508
□あすか薬局 63-7322
□阿久根薬局 72-1017
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

振替休日

○平尾診療所 88-2595
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○橋口歯科医院 73-0508
□あじさい薬局 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松64-1500

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○友愛クリニック 64-2101
○わかずぎ皮フ科クリニック64-1313
○有村産婦人科・内科 73-4180
○金子歯科医院 63-2150
□めぐみ薬局 82-5551
□オレンジ薬局 79-3972
□さかえまち薬局 72-0978
□長島調剤薬局 64-5555
◇しみずこども医院 68-0633

◎乳がん・子宮頸がん検診
（潟公民館・町文化ホール）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳がん・子宮頸がん検診
（蔵之元公民館・平尾老人憩いの家）
◎ラッコ・からだスッキリ教室

（保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ

（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳がん・子宮頸がん検診
（諸浦コミュニティセンター・獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳がん・子宮頸がん検診
（山門野コミュニティセンター・川床コミュニティセンター）
■燃えるごみ

（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○上園医院 73-1055
○石沢歯科医院 84-4411
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

◎乳がん・子宮頸がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎乳がん・子宮頸がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎乳がん・子宮頸がん検診
（保健福祉センター）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎乳がん・子宮頸がん検診
（町文化ホール）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は「日本国憲法の施行を記念し、国
の成長を期する」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○長島クリニック 88-6405
○平田整形外科クリニック 62-8801
○しもぞのクリニック 63-8300
○内山病院 73-1551
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□ひまわり薬局 62-6070
□ D・ML 五万石薬局 63-8800
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011
◇キッズクリニック 63-7707

○平尾診療所 88-2595
○出水病院 62-0419
○こどもクリニック永松64-1500
○鶴見医院 73-0553
○つばさ歯科 62-8519
□かしま薬局 63-3970
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松64-1500

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は「自然にしたしむとともにその恩
恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」ことを趣旨と
しています。

●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は「こどもの人格を重んじ、こども
の幸福をはかるとともに、母に感謝する」ことを
趣旨としています。


